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平
右
衛
門
に
導
か
れ
て
フ
ェ
ス
タ
成
功

６
月
６
日
午
後
、
川
崎
平
右
衛
門
フ
ェ
ス
タ
in
瑞
穂
市

を
開
催
し
、
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。
川
崎
平
右
衛
門
は
八
代
将
軍
・
徳
川

吉
宗
に
よ
る
享
保
の
改
革
の
い
っ
か
ん
で
あ
る
武
蔵
野
新
田
開
発
を
成
功

に
導
い
た
立
役
者
で
あ
る
。
押
立
村
（
現
府
中
市
）
の
名
主
で
、
私
財
を

投
じ
て
貧
民
の
救
済
や
土
地
柄
に
合
っ
た
栗
の
栽
培
を
先
導
。
地
域
の
農

民
の
信
望
も
厚
い
こ
と
か
ら
、
開
発
が
停
滞
し
て
い
た
武
蔵
野
新
田
世
話

役
と
し
て
幕
府
に
取
り
立
て
ら
れ
た
も
の
だ
。
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
百
姓

た
ち
か
ら
協
同
の
力
を
引
き
出
し
た
と
こ
ろ
に
成
功
の
カ
ギ
は
あ
っ
た
▼

平
右
衛
門
は
武
蔵
野
新
田
開
発
の
後
、
木
曽
三
川
の
治
水
工
事
に
当
た
り
、

さ
ら
に
石
見
銀
山
の
再
興
に
取
り
組
ん
だ
。
平
右
衛
門
の
思
い
・
行
動
に

共
感
す
る
有
志
で
顕
彰
会
を
立
上
げ
、
毎
年
、
平
右
衛
門
ゆ
か
り
の
地
で

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
て
き
た
が
、
９
回
目
と
な
る
今
年
は
岐
阜
県
の
瑞
穂

市
で
開
催
。
前
半
は
平
右
衛
門
に
絡
め
て
の
歴
史
講
話
二
つ
、
後
半
は

「
瑞
穂
市
に
お
け
る
農
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
の
岩
佐
組
合
長
と
と
も
に
、
岩
佐
組
合

長
の
紹
介
に
よ
る
笑
顔
を
守
る
会
の
藤
原
会
長
を
含
め
た
４
人
が
登
壇
。

地
域
農
業
の
実
情
を
踏
ま
え
て
の
地
消
地
産
や
独
自
栽
培
基
準
「
ぎ
ふ
ラ

ル
」
に
よ
る
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
等
へ
の
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

マ
ル
シ
ェ
開
催
と
と
も
に
農
体
験
や
援
農
等
も
含
め
た
消
費
者
の
活
動
展

開
等
の
報
告
も
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
地
域
農
業
へ
の
関
心
を
か
き
た
て

る
貴
重
な
場
と
な
っ
た
▼
今
回
は
初
め
て
の
地
方
で
の
フ
ェ
ス
タ
開
催
と

な
っ
た
が
、
全
農
を
通
じ
て
全
農
岐
阜
県
本
部
を
紹
介
い
た
だ
き
、
一
緒

に
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
設
営
等
で
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
東
海
事
業
本
部
、

印
刷
等
で
日
本
社
会
連
帯
機
構
の
全
面
的
支
援
を
得
る
な
ど
、
協
同
の
力
、

連
携
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る
い
い
機
会
と
も
な
っ
た
。

（
土
着
菌
）
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